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アマゾン ウェブ サービス、Jyothi Madanlal、Abhaya Chauhan、Jose Augusto Brakeonato

2025 年 7 月 (ドキュメント履歴)

Amazon のバイスプレジデント兼最高技術責任者である Werner Vogels 博士は、「Everything fail, 
all the time... so plan for failure and nothing will fail」と述べました (AWS re:Invent 2024 keynote 
presentation)。この考え方を採用することは、効果的で堅牢なオブザーバビリティ実装の中核です。

この戦略ドキュメントでは、オブザーバビリティ体制を強化して、より回復力が高く効率的なシス
テムを作成する方法について説明します。また、組織全体で効果的な連携を実現するアンカー目標 
(North Star) を定義する方法についても説明します。これにより、顧客の信頼、ブランド評価、チー
ムの士気が向上します。このドキュメントでは、考慮すべき重要な事項と、オブザーバビリティの結
果を加速するための推奨されるアプローチについて説明します。このアプローチには、新しいビジネ
スチャンスの開拓、ユーザーエクスペリエンスの向上、パフォーマンスとコストの最適化、組織全体
の運用効率の向上が含まれます。オブザーバビリティ実装の成熟度にかかわらず、このドキュメント
はオブザーバビリティの目標を追求するうえで、段階的かつ実用的なインサイトを提供します。

対象者

この情報は、以下の対象者を対象としています。

• オブザーバビリティ戦略の定義を担当する技術リーダーとアーキテクト

• オペレーショナルエクセレンスの監督を担当するエンジニアリングマネージャーと DevOps リー
ダー

• オブザーバビリティの基礎の構築を担当するプラットフォームエンジニアリングチーム

• オブザーバビリティプラクティスの実装を担当するサイト信頼性エンジニア (SREs)

目的

このガイドの情報は、オブザーバビリティのプラクティスを向上させ、組織全体で調整された、より
回復力と効率の高いシステムを作成するのに役立ちます。これにより、人、プロセス、テクノロジー
という 3 つの柱にわたって優れたオブザーバビリティプラクティスを採用するためのフレームワー
クが提供されます。情報は、使用するツールに関係なく、広く適用できます。オブザーバビリティを
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サポートする AWS サービスに関心がある場合は、 AWS ウェブサイトの「モニタリングとオブザー
バビリティ」を参照してください。

目的 2
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概要:

オブザーバビリティ戦略を再検討する必要がある理由

オブザーバビリティは、アプリケーションのデバッグに役立つように、ログ、メトリクス、トレース
などのテレメトリシグナルの収集に焦点を当てたモニタリングから進化しました。この関連付けによ
り、オブザーバビリティは多くの場合後回しになり、計測が大きすぎたり少なすぎたりすること、シ
グナルを関連付けることができなくなること、可視性が切断されること、および結合的に統合されな
いことがよくあります。その結果、価値とコストが不足していると認識され、オブザーバビリティの
利点を上回っているように見えました。ビジネスの観点から見ると、これらの問題は、平均識別時間 
(MTTI) が長くなり、平均復旧時間 (MTTR) が長くなり、ユーザーエクスペリエンス、信頼、ブラン
ド評価、収益が低下しました。今日のオブザーバビリティは、アプリケーションのデバッグと診断を
行う機能だけでなく、アプリケーションが意図したとおりに動作していることを検証する機能でもあ
ります。

ユーザーに最高のエクスペリエンスを提供したい企業間のコンフルエンスと、オブザーバビリティ
ツールと機能の進化には、オブザーバビリティの再検討と優先順位付けが必要です。

オブザーバビリティツールとフレームワーク

OpenTelemetry が 2019 年に利用可能になる前は、アプリケーションパフォーマンスモニタリング 
(APM) とデジタルエクスペリエンスモニタリング (DEM) のためのオブザーバビリティソリューショ
ンを提供する特殊なツールにより、テレメトリシグナル間の切断がより見え、不十分なユーザーエク
スペリエンスを強調していました。

• APM は、ソフトウェアアプリケーションの動作をリアルタイムで追跡および分析します。アプリ
ケーションコンポーネント全体のユーザートランザクションをモニタリングしながら、応答時間、
エラー率、リソース使用量などの主要なメトリクスを測定します。APM ツールは、これらの問題
がユーザーに影響を与える前に、チームがパフォーマンスの問題、ボトルネック、エラーをすばや
く特定するのに役立ちます。主な目標は、問題の解決に必要な時間を短縮しながら、最適なアプリ
ケーションパフォーマンスとユーザーエクスペリエンスを維持することです。

• DEM は、ユーザーのデジタルサービスとのインタラクションの品質を、ユーザーの視点から測定
および分析します。実際のユーザーモニタリング (RUM)、合成モニタリング、エンドポイントモ
ニタリングを組み合わせて、ユーザーエクスペリエンスの全体像を提供します。DEM は、ページ
ロード時間、アプリケーションの応答性、さまざまなデバイス、ブラウザ、場所にわたるユーザー
ジャーニーの完了などのメトリクスを追跡します。これにより、組織はユーザーがデジタルサー
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ビスをどのように体験するかを理解し、ユーザーの満足度に影響するパフォーマンスの問題を特定
し、デジタルタッチポイントを最適化できます。このインサイトにより、企業はデータ主導型の意
思決定を行い、カスタマーエクスペリエンスを向上させ、競争上の優位性を維持できます。

2019 年の OpenTelemetry のリリースにより、テレメトリデータの生成、収集、管理、エクスポート
のためのオープンソースの統合標準 が提供されました。このフレームワークでは、コンテキストを
追加することでテレメトリシグナル間のギャップを埋め、シグナル間の相関性を高め、導出された
価値を高めることに重点を置いています。例えば、コンテキストが追加された構造化ログを使用する
と、取り込まれたログからメトリクスを導き出し、さまざまな方法で情報を分析して、根本原因によ
り迅速に到達できます。OpenTelemetry 以前は、シグナルは個別に表示されていました。機能を追
加するには、コードを修正して既存のメトリクスに新しいディメンションを追加するか、新しいメト
リクスを作成し、コードが開発ライフサイクルを通過するのを待ってから、適切な環境でメトリクス
が観察されるのを待ってから、差し引きを行う必要があります。このプロセスは可視性を遅らせ、必
要に応じてデータをログやトレースに関連付ける能力に影響を与えました。

OpenTelemetry のサポートと、このサポートから生じるツールの改善により、オブザーバビリティ
プラットフォームからより良い価値を引き出し、ユーザーエクスペリエンスを向上させ、運用効率と
チームの士気の両方を向上させることができます。

オブザーバビリティ体制を改善および強化する場合、実際に開始する場所と方法を教えてください。
このガイドで詳しく説明する 3 つのステップで構成されるアプローチをお勧めします。

• ステージ 1: North Star を定義する

• ステージ 2: オブザーバビリティを実装する

• ステージ 3: 検査、適応、反復

オブザーバビリティツールとフレームワーク 4
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ステージ 1: North Star を定義する
オブザーバビリティの実装を成功させるのは、運用とツールだけでなく、当事者意識、継続的な改
善、積極的な問題解決の文化を育むことです。成功した戦略と同様に、オブザーバビリティ戦略で
は、人材、プロセス、テクノロジーの 3 つの柱を包括的に考慮する必要があります。

オブザーバビリティ体制を確立または改善する場合は、まず重要なものを定義し、ビジネス成果から
戻り、ビジネス、チーム、製品の進化に合わせて戦略を継続的に見直し、調整、再調整することをお
勧めします。

この最初の段階では、North Star を定義して確立します。North Star は、組織にとって何が良いかに
ついて合意され、よく理解された定義です。この段階の一部またはすべてのアクティビティは、ビジ
ネスの進化、新しい製品、アプリケーション、サービスの開始、またはアーキテクチャの大幅な変更
を設計するときに見直して、オブザーバビリティプラットフォームと組織のニーズを再評価すること
をお勧めします。

開発ライフサイクルの早い段階でオブザーバビリティを統合する 
(シフト左アプローチ)

オブザーバビリティをエンジニアリング、運用、製品チームのメンバー全員の責任とし、ユニット
テストやセキュリティと同様に、主要な機能要件として扱います。これにより、運用チームから開発
チームに責任が移ることはありませんが、複数のチームに必要なコラボレーションが強調されます。
開発ライフサイクルの早い段階で、チームがコラボレーションで次のアクティビティを実行すると便
利です。これらは、チケットごと、機能ごと、または製品ごとに実行できます。

• ステークホルダーを特定します。利害関係者は誰で、この機能や製品が期待どおりに機能しない
場合、関係者にとって何が重要ですか? 利害関係者を特定するときは、機能、可用性、セキュリ
ティ、コスト、売上、製品の使用状況などの側面を考慮してください。ステークホルダーには、
チーム、製品の顧客、社内のビジネスステークホルダー、プラットフォーム運用チームのメン
バー、アプリケーション開発者が含まれます。シナリオによっては、セキュリティチームと財務
チームも利害関係者になる可能性があります。

• 主要な成果を特定します。主要な成果と、それがビジネスと各ステークホルダーに与える影響を
決定します。各成果とステークホルダーの成功と失敗を特定します。結果は通常、サービスレベル
目標 (SLOs) として定義され、定量化可能である必要があります。SLO は、各結果の尺度です。適
切な SLO には、目標として努力または維持する必要があるターゲット値があります。SLO はユー
ザー満足度の尺度です。サービスレベルインジケータ (SLI) は、SLO を満たしているかどうかを判

開発ライフサイクルの早い段階でオブザーバビリティを統合する (シフト左アプローチ) 5
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断するために使用される実際の測定値またはメトリクスです。これは、目標に対して追跡する定量
化可能なデータポイントです。例としては、MTTR を 60% 削減したり、アプリケーションの可用
性を 99.99% に維持したり、開発者の生産性を 30% 向上させたりすることが挙げられます。

アプリケーションの可用性を 99.99% に維持し、成功の測定と検証に必要な SLO、SLI、メトリク
スを定義しましょう。この例では、RESTful アプリケーションを考慮し、アプリケーションの可用
性をすべての受信リクエストが正常に完了したものとして定義します。これには、アプリケーショ
ンへのリクエストの合計数と各リクエストの完了ステータスを測定する必要があります。これら
を SLO および SLI に変換する場合は、受信リクエストをキャプチャするメトリクスと、リクエス
トのステータスをキャプチャする別のメトリクスが必要です。すべてのリクエストが正常に完了す
ると、アプリケーションは使用可能と見なされます。1 つ以上のリクエストでエラーが発生した場
合、アプリケーションは使用できないと見なされます。したがって、SLI は、エラーになっている
リクエスト完了の合計を 5 分間隔で受信リクエストの合計で割ったものになります。つまり、エ
ラー率です。この SLI に目標を追加して SLO にすることができます。例えば、エラー率が 3 つの
連続した 5 分間隔で 0.1% 未満になるようにします。

• 主要な成果に優先順位を付けます。 各結果に設定した優先度に基づいて、すべてを同時に実行す
るのではなく、最も影響の大きい結果に最初に焦点を合わせることができます。小規模から始めて
反復し、オブザーバビリティ体制を少しずつ改善します。オブザーバビリティは、成熟度と利点を
高めるために継続的なレビュー、監査、機能強化、改善を必要とするプロセスです。優先順位付け
は、特定された成果に向けて段階的なマイルストーンを定義する機会にもなります。

• 必要な計測を特定します。前のステップで特定したように、重要な結果に影響を与えるアーキテク
チャまたは実装のコンポーネントと関連機能は何ですか? 例えば、Amazon Elastic Compute Cloud 
(Amazon EC2) インスタンスでアプリケーションを実行すると、コア数と使用可能な RAM 数がア
プリケーションの応答性とスループットに影響する可能性があります。この段階では、使用する
ツールまたはライブラリがすでにこの計測の一部を提供しているかどうかを判断するのにも役立つ
場合があります。チケットの準備完了 (DoR) の定義に一連の事前レビューを行ったり、次のよう
な質問を追加したりすると、このアクティビティを標準プロセスの一部にすることができます。

• このオペレーションが失敗した場合、失敗に対処するために何を知る必要がありますか? 一般的
なオペレーションや問題のあるオペレーションは、関連するコンポーネントにどのように影響
しますか? このオペレーションは、ログ、メトリクス、トレースなど、どのような種類のシグ
ナルを送信する必要がありますか? この計測のコストは、その値と比較してどれくらいですか? 
SLOs に違反することなく、どのような集約が許容されますか?

• このオペレーションで障害を引き起こす可能性のあるコンポーネントと依存関係は何ですか? 障
害の原因となったコンポーネントまたは依存関係を特定するにはどうすればよいですか? これら
のコンポーネントと依存関係のさまざまな設定レバーと、それぞれがオペレーションにどのよう
に影響しますか?

開発ライフサイクルの早い段階でオブザーバビリティを統合する (シフト左アプローチ) 6
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• SLI と SLO を正確に測定するために必要なメトリクスの詳細度とサンプリングレートは何です
か?

• 成功基準を定義します。優先順位付けされた成果ごとに、目標を満たすかどうかの影響に沿ったし
きい値を定義します。成功基準は、チームがアラートに応答するときに追加のコンテキストを提供
します。また、必要な可視性のために計測のコストを予測してトレードオフすることもできます。

効果的な組織とチーム構造を設定する

ビジネスのアーキテクチャの複雑さとサイズに基づいて、オブザーバビリティに重点を置いた専用
チームをセットアップする必要がある場合があります。このチームは、オブザーバビリティツール
の設定と、他のチームのオブザーバビリティプラットフォームの設定を担当します。また、標準の 
OpenTelemetry 実装を選択した場合は、専用チームを設定することをお勧めします。小規模な組織
では、すべてのチームメンバーに追加の責任としてオブザーバビリティを割り当て、チーム全体でベ
ストプラクティスを推進して適用するオブザーバビリティチャンピオンを任命することもできます。
これらのチャンピオンは、1 日の一部をボランティアで行い、プロセスを定義し、組織の標準を設定
します。これらは自律型チームとして機能するか、専用のオブザーバビリティスペシャリストが主導
できます。次の図は、投資が組織のアプローチをどのように決定できるかを示しています。

チャンピオンは、チーム内に完全に埋め込まれたり (次の図のチーム 2 を参照）、チーム全体でロー
テーションしてベストプラクティスを確立して推進するチームの一部になることができます (図の
チーム 1)。

効果的な組織とチーム構造を設定する 7
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コスト配分を追跡する
組織は、リソースの使用状況とコストに関するチーム固有の説明責任を確立しながら、メトリクス、
ログ、トレース全体で包括的なコスト追跡と可視性を実装する必要があります。財務オペレーション 
(FinOps) プラクティスの統合を成功させるには、体系的なデータ保持と収集の最適化と組み合わせ
た予算アラートを備えた自動モニタリングシステムが必要です。エンジニアリングチームと財務チー
ムは、共有ダッシュボードと定期的なレビューを通じて目標を調整する必要があります。組織は、明
確なチャージバックモデルとコスト配分戦略を実装して、所有権と説明責任を促進することができま
す。

標準を定義する
アラートやダッシュボード戦略など、アプリケーションに必要な基本シグナルとテレメトリを特定し
て定義します。アプリケーションごとにチェックリストまたは正式なレビュープロセスを作成しま
す。AWS オブザーバビリティのベストプラクティスウェブサイトでは、適切なアラートしきい値の
設定、アラート疲労の最小化、各ペルソナに十分なコンテキストを持つダッシュボードの作成など、
アラートとダッシュボードの作成に関するガイドラインを提供しています。接続およびキュレートさ

コスト配分を追跡する 8

https://aws-observability.github.io/observability-best-practices/


AWS 規範ガイダンス オブザーバビリティの結果を加速する

れたオブザーバビリティエクスペリエンスについては、Amazon CloudWatch ドキュメントの「アプ
リケーションシグナル」を参照してください。

エスカレーションプロセスを確立する

エスカレーションメカニズム、アラートの所有権、対応手順を確立して適用することが重要です。エ
スカレーションが重視されない文化を促進することをお勧めします。

トレーニングによるスキルの向上

既存および新規のチームメンバーをスキルアップし、オブザーバビリティの重要性を強化し、継続的
な改善の文化を育む最善の方法を特定します。組織のニーズに応じて、オブザーバビリティのチャ
ンピオンまたはスペシャリストが提供する、録画済みのオンデマンドトレーニングまたはクラス
ルームトレーニングを選択できます。 AWS アカウント チームは、One Observability Workshop や
GameDays などの詳細な実践的なトレーニングセッションを提供して、オブザーバビリティのスキ
ルとベストプラクティスを指導し、改善することができます。さらに、ベストプラクティスを強化
し、組織が定義した標準を推進するためのメカニズムを組み込む必要があります。

エスカレーションプロセスを確立する 9

https://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-Application-Monitoring-Sections.html
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ステージ 2: オブザーバビリティを実装する
この段階では、チームが徐々に北極星に向かうプロセスを開始します。

オブザーバビリティプラットフォームを選択する
最初のステップは、シグナルを取り込み、視覚化、分析し、アラートを送信する適切なツールを特定
することです。ツールを選択するときは、その機能セット、ライセンスモデル、料金、スキル要件、
メンテナンスを考慮してください。

機能セット

考慮すべき質問をいくつか紹介します。

• 設定可能性とカスタマイズ。調査エクスペリエンスを簡素化し、MTTR を減らすためにツールが
提供する機能はどれですか？ このツールは、アラームの相関関係、メトリクスの数学、テレメト
リの欠落や異常検出を処理する柔軟性を提供しますか？

• 粒度。テレメトリシグナルの取り込みと視覚化でサポートされている粒度は何ですか？

• ペルソナ。このツールは、開発者、プラットフォームエンジニア、その他のペルソナに提供するエ
クスペリエンスをサポートしていますか？ 技術的ペルソナとビジネスペルソナの両方で機能しま
すか？

• ウィジェット。ダッシュボードはどのような種類のウィジェットをサポートしていますか？ ツー
ルではカスタムウィジェットを作成できますか？

• 構築済みのソリューション。価値創出までの時間を短縮するために、ツールにはどのような種類の
事前構築されたオブザーバビリティソリューションが用意されていますか？

• 自動化と生成 AI。このツールには、ユーザーとチームの作業を自動化または軽減するのに役立つ
どのような機能がありますか？ 例えば、自動異常検出、予測分析、その他の生成 AI 機能は、仮定
や未知のもの （つまり、認識も完全にも理解もしていないもの) のストレスを軽減するのに役立ち
ます。このツールは、大規模なデータの分析を強化するための生成 AI/ML モデルの使用をサポー
トしていますか？ AIOps を自動化して実装するオプションはありますか？

• セキュリティ。 ツールがサポートする認証と認可の統合の種類 ユーザーエクスペリエンスとログ
インエクスペリエンスは組織のニーズを満たしていますか？

• OpenTelemetry のサポート。ツールとエージェントは OpenTelemetry をサポートしていますか？ 
ほとんどのオブザーバビリティプラットフォームは OpenTelemetry 互換シグナルの取り込みをサ
ポートしていますが、すべてのエージェントがこれらのシグナルをオブザーバビリティプラット
フォームに転送するための設定オプションを提供するわけではありません。

オブザーバビリティプラットフォームを選択する 10
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• 統合。ツールにはどのような統合が用意されていますか？ アラートを Slack に送信する必要があ
るか、チームメンバーにページングする必要があるか、解決を自動化する必要があるかを検討して
ください。

• スケーラビリティ。ツールのスケーラビリティとパフォーマンスはどの程度ですか？ オブザーバ
ビリティソリューションは、需要と使用量の増加に応じてスケールする必要があるため、アプリ
ケーションが使用できない場合でも診断を提供できます。

• サポート。どのようなサポートモデルが提供されますか？ オブザーバビリティツールは、MTTR 
とアプリケーションの可用性の目標またはサービスレベルアグリーメント (SLAs) を満たすため
に、アプリケーションが失敗した場合でも使用できる必要があります。オープンソースソリュー
ションは、限定的な正式なサポートを提供する場合があります。

ライセンスとデプロイモデル

ソリューションのライセンスモデル (オープンソースまたは商用) とデプロイモデル (セルフホストま
たはクラウドベースの) を検討してください。多くの場合、オープンソースオプションは前払いコス
トが低くなりますが、価値を提供する前に、デプロイ、セットアップと設定、メンテナンス、チーム
のスキルアップにより多くの時間が必要になる場合があります。オープンソースオプションを検討し
ている場合は、オブザーバビリティの専門家で構成される専任チームが必要になる場合があります。
通常、商用ソフトウェアは、価値実現までの時間を短縮し、前払いコストも高くなります。また、専
用のオブザーバビリティチームの必要性は、導入、複雑さ、成熟度の向上に伴って時間の経過ととも
に進化します。セルフホスト型ソリューションでは、クラウドベースのソリューションと比較して、
デプロイ、セットアップと設定、メンテナンス、運用オーバーヘッドにより多くの時間が必要です。

料金ディメンション

ツールの料金モデルは、アプリケーションが新規ユーザー、アーキテクチャフットプリントの拡大、
または新機能やアプリケーションを獲得すると、総所有コスト (TCO) にどのように影響しますか？ 
たとえば、一般的なライセンスモデルの中には、永続的なものもあれば、サブスクリプション、名前
付きユーザー数、消費量、ボリュームに基づくものもあります。アプリケーションとオブザーバビリ
ティツールがどのように使用量をスケールインするか、ライセンスモデルがツールのコストにどのよ
うに影響するかを検討してください。

チームスキル

現在のスキルセットとチームの成熟度に応じて、どの程度のスキル向上が必要かを決定する必要があ
ります。ベンダーがチームのトレーニングのためにどのようなサポートを提供しているかを検討しま
す。また、組織構造が選択したツールの設定と管理をサポートしているかどうかも検討してくださ

ライセンスとデプロイモデル 11
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い。例えば、OpenTelemetry を選択した場合は、オブザーバビリティを専門とする別のチームを設
定することを検討する必要があります。

オペレーションとメンテナンス

以下の質問を評価します。

• オブザーバビリティエージェントまたはコレクターはどのようなデプロイオプションを提供します
か？ これらのオプションはアーキテクチャの要件を満たしていますか？ たとえば、オブザーバビ
リティツールにコンテナ化されたデプロイを使用する場合、デーモンセットまたはサイドカーをサ
ポートしていますか？ セキュリティやその他のすべてのプロセスとの整合性を確保するために、
運用チームが実行または使用する必要がある追加のステップやツールは何ですか？

• ソリューションを維持するためにどのような労力が必要ですか？ エージェントまたはコレクター
を更新するプロセスはどの程度シンプルまたは自動化されていますか？ フルマネージド型および
クラウドベースのオブザーバビリティインターフェイスは、通常、自己デプロイ型およびホスト
型アプリケーションと比較して運用オーバーヘッドが低くなりますが、エージェントまたはコレク
ターの管理は変わりません。チーム構造を考慮し、選択したオプションを維持するための人的コス
トを考慮してください。

アプリケーションを計測する

前のセクションの質問に対する回答は、アプリケーションを計測するために必要な情報を提供しま
す。つまり、テレメトリ信号をキャプチャし、動作を測定、監視、検証するコードを追加します。ア
プリケーションの言語に OpenTelemetry SDK SDKs などの SDK を使用して、アプリケーションを
自動的に計測できます。ギャップを埋め、end-to-endの可視性を確保するために、手動計測コードを
追加する必要がある場合があります。追加するテレメトリは意図的に行い、前のステージで確立した 
1 つ以上の SLIs と SLOs に接続できることを確認してください。

テレメトリを収集する

ステージ 1 で優先順位を付けた結果に合わせて、関連するテレメトリシグナルを取り込むようにテ
レメトリコレクターまたはエージェントを設定します。

オブザーバビリティコンポーネントを実装する

テレメトリが流れ、オブザーバビリティプラットフォームに取り込まれたら、ダッシュボード、ア
ラート、プレイブック、ランブックを作成します。

オペレーションとメンテナンス 12
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• ダッシュボード： 優先順位付けされた結果に関連する現在および過去の傾向を視覚的に表現する
など、関連情報を含むダッシュボードを作成します。ステージ 1 で定義したステークホルダーが
これらのダッシュボードを利用できるようにします。詳細については、Amazon Builders' Library 
ウェブサイトの「Building dashboards for operational visibility」を参照してください。

• アラート： 結果にリスクがあるか、違反している場合にチームに通知するためのアラートを定義
します。セキュリティとパフォーマンスの問題に関するアラートを追加することを検討してくださ
い。以下を採用することでアラートを最適化し、アラートの疲労とコストを削減します。

• 異常検出を使用して、頻繁な調整が必要なハードしきい値の設定を回避し、不明なものの発生を
減らします。

• 各メトリクスに個別のアラートを設定する代わりに、複数の関連メトリクスを一緒に見るインテ
リジェントなアラートの組み合わせを使用します。たとえば、CPU、メモリ、応答時間に個別
のアラートを設定する代わりに、これらのメトリクスがまとめて実際の問題を示している場合に
のみトリガーする意味のあるアラートを 1 つ作成します。このアプローチはアラートノイズを
大幅に削減し、分離されたメトリクスの急増に対応するのではなく、チームが実際のサービスに
影響する問題に集中するのに役立ちます。

• ユーザーエクスペリエンスまたは結果がリスクにさらされている場合にのみアラートを生成しま
す。たとえば、アプリケーションにアクティブなユーザーがいない場合、自動アップグレードに
よって引き起こされる CPU スパイクに関するアラートが表示されないようにしてください。

• プレイブック: プレイブックは、インシデントやアラートに応答するユーザーにメンタルモデルと
コンテキストを提供し、根本原因をより迅速に特定するのに役立ちます。高度に結合された複雑な
アプリケーションと、計測が不足しているがステージ 1 で特定して優先順位を付けた結果に直接
影響するアプリケーション用のプレイブックを作成することを検討してください。

• ランブック: ランブックを使用して、インシデントまたはアラートの解決に必要なステップを定義
します。

オブザーバビリティシステムを検証する

ソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) を通じて、システムテスト中にダッシュボードが期待され
る動作と更新を提供することを検証します。カオスエンジニアリングを実装し、プレイブックとラン
ブックに記載されているステップを検証して、それらが正確であり、目的を果たしていることを確認
します。また、アラートの所有権とエスカレーションパスを検証する必要があります。

オブザーバビリティシステムを検証する 13
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ステージ 3: 検査、適応、反復

オブザーバビリティシステムを実装したら、実装を継続的に確認、評価、学習、適応、改善すること
をお勧めします。AWS オブザーバビリティ成熟度モデルをツールとして使用して、実装の成熟度を
評価し、改善すべき分野を特定して優先順位を付けることができます。

定期的なレビューを実装する

オブザーバビリティは反復的なプロセスです。これには、既存のコンポーネントの定期的な監査と評
価、および継続的な改善を推進するための変更と機能強化が必要です。SLOs、アラートしきい値、
ダッシュボード、メトリクスの詳細度、保持ポリシー、サンプリング戦略などを定期的に見直して、
これらがチームやビジネスにとって価値を高めていることを確認することをお勧めします。オブザー
バビリティのコストを特定のチームやサービスに接続することで、カバレッジとリソース割り当てに
関するデータ駆動型の意思決定を実現できます。

Amazon では、毎週運用準備状況レビュー (ORRs) を実施して、チームのプロセスとオブザーバビリ
ティ体制をベストプラクティスに照らして監査します。これは、Amazon のサービスの数とリリース
の頻度に沿ったノンブロッキングの演習です。

組織の規模によっては、通常どおりビジネス (BAU) 名簿を作成することもできます。ここでは、
各チームの 1 人のメンバーが、異常や傾向の報告、未知の未知の発見、不要な計測やアラートの削
除、ダッシュボードの改善、オブザーバビリティソリューションがチームにとって引き続き機能し、
チームの目標と成功メトリクスに合致していることの確認を担当します。これは、アラート戦略を再
評価して、より応答性が高く、プロアクティブで、ユーザーに近いものにする機会でもあります。こ
れらのレビューの目的は、次の図に示すように好循環を作成し、オブザーバビリティ成熟度AWS モ
デルで説明されているように、オブザーバビリティ姿勢の成熟度を向上させることです。

定期的なレビューを実装する 14
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最も頻繁にアクセスされるプレイブックを特定し、アプリケーションの改善や計測の追加を検討して
ください。最も頻繁に実行されるランブックを特定し、それらのランブックの自動化を検討します。

これらのレビューからの学習は、中央プログラムとオブザーバビリティプラットフォームの改善を強
調するために、オブザーバビリティの分隊やスペシャリストとも共有されます。たとえば、デプロイ
によってトリガーされるイベントの頻度に応じて、他のコンポーネントよりもデプロイパイプライン
の改善を優先できます。モニタリングギャップが原因で MTTR が高い場合は、オブザーバビリティ
プラットフォームとその設定の改善を優先できます。

成功を祝う

オブザーバビリティツールを使用するチームの成功事例を共有します。例えば、オブザーバビリティ
メトリクスを使用して、より効率的でレイテンシーやコストの削減につながる代替ソリューションを
実装したチームの成功を強調します。この成功を伝えることで、オブザーバビリティの重要性が強調
され、他のチームがオブザーバビリティ体制を改善し、同様の成功を目指します。

成功を祝う 15
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インシデントから学ぶ

Amazon でエラー修正 (COE) プロセスと同様の無責任なインシデント後演習を行い、改善すべき分
野を特定し、将来の問題を防止します。成功と同様に、この演習から学んだことを他のチームと共有
して、オブザーバビリティとベストプラクティスの価値を強化できます。

インシデントから学ぶ 16

https://aws.amazon.com/blogs/mt/why-you-should-develop-a-correction-of-error-coe/
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次のステップとリソース
ユーザーとビジネス成果から始め、影響に焦点を当てることで、コストを制御し、ツールのスプロー
ルを回避しながら、オブザーバビリティソリューションからより良い価値を引き出すことができま
す。オブザーバビリティは反復プロセスであり、送信先ではないことに注意してください。チーム
やプロセスを設定して、オブザーバビリティ体制を継続的に反復して改善し、ベストプラクティスを
取り入れ、アーキテクチャ、ビジネス要件、チームの進化に合わせてギャップを埋め、明確に定義さ
れた目標をガイドとして使用します。失敗の計画を立て、継続的な改善の文化を組み込み、このガイ
ドで説明されているベストプラクティスを採用することで、Werner Vogels 博士のガイダンスを実践
できるはずです。「すべては常に失敗します...」というように、失敗の計画を立て、何も失敗しませ
ん。

オブザーバビリティ戦略の定義に役立つ実践的なワークショップについては、担当者に連絡して 
AWS オブザーバビリティ戦略ワークショップを実施します。

リソース

効果的なオブザーバビリティ戦略を実装するための詳細とガイダンスについては AWS、以下のリ
ソースを参照してください。

• モニタリングとオブザーバビリティ (AWS オブザーバビリティサービス）

• AWS オブザーバビリティのベストプラクティス

• AWS Distro for OpenTelemetry

• 運用上の優秀性の柱 (AWS Well-Architected Framework)

• 運用を可視化するためのダッシュボードの構築 (Amazon Builders' Library)

• オブザーバビリティ (DevOps ガイダンス、 AWS Well-Architected Framework)

リソース 17

https://catalog.us-east-1.prod.workshops.aws/workshops/e31f4fcc-1944-4e46-815d-26fc9eafabce/en-US/howtorun
https://aws.amazon.com/cloudops/monitoring-and-observability/
https://aws-observability.github.io/observability-best-practices/
https://aws.amazon.com/otel/
https://docs.aws.amazon.com/en_us/wellarchitected/latest/framework/operational-excellence.html
https://aws.amazon.com/builders-library/building-dashboards-for-operational-visibility/
https://docs.aws.amazon.com/wellarchitected/latest/devops-guidance/observability.html
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2025 年 7 月 16 日

18

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-accelerate-observability-outcomes/strategy-accelerate-observability-outcomes.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

xix
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